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 ２０２１年１０月５日 

一般社団法人北海道保険医会 

会 長  加 藤 康 夫  
                                    

疲弊した医療提供体制を立て直す診療報酬改定を求める 
医師・歯科医師要請署名 

 
診療報酬は、2002～08 年（▲2.7％、▲1.05％、▲3.16％、▲0.82％）と 2014～20 年（▲

1.26％、▲1.44％、▲1.25％、▲0.46％）の都合８回の相次ぐマイナス改定により、2010 年

（0.19％）と 2012 年（0.00％）を含めても、2000 年から 10％以上の引き下げになっています。 

こうした低医療費政策のもとでギリギリの経営を迫られていたところに、今回の新型コロナ

ウイルス感染症の拡大で患者減や感染防止などの費用増が生じました。2020 年度の国民医療

費は対前年度比 1.4 兆円減となり、多くの医療機関が診療報酬の減収で疲弊しています。 

次回の診療報酬改定では、国民に安全、安心で、必要な医療を提供するため、これまでの低

医療費政策とコロナで疲弊したすべての医療機関・医療従事者を立て直し、新興感染症に強い

医療体制を確立する必要があります。同時に、国民・患者の負担も限界にきており、受診抑制

を招かぬよう患者負担を軽減すべきです。 

私たち医師・歯科医師は、以下の事項を要望いたします。 
 

記 
 

一、国民に必要な医療を安定して提供するため、基本診療料（初・再診料、入院基本料など）

と算定頻度の高い診療行為を中心に、診療報酬を１０％以上引き上げること 

 

一、新型コロナ感染症への対応に係る診療報酬である医科・歯科・入院の感染症対策実施加

算、乳幼児感染予防策加算についての評価を引き上げ、基本診療料に包括して恒久化する

ことを含め、改定に盛り込むこと 

 

一、患者窓口負担を軽減すること 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住   所： 

医療機関名： 

氏   名： 

私の一言 

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
各

国
の
経
済
活
動
が
再
開
し
て

き
た
。
そ
れ
に
伴
い
原
油
需

要
が
高
ま
り
価
格
の
高
騰
を

背
景
に
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
が

高
値
を
付
け
る
。
燃
料
価
格

を
基
に
算
定
す
る
電
気
や
ガ

ス
料
金
も
上
昇
傾
向
が
続
く
。

原
材
料
費
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
。
家
計
に
と
っ
て
大
打
撃

と
な
っ
て
い
る
▼
当
院
の
求

人
に
対
し
て
、
午
前
中
勤
務

の
未
経
験
者
の
パ
ー
ト
応
募

が
こ
れ
ま
で
に
な
く
多
い
。

５
年
前
の
求
人
で
は
全
く
応

募
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う

の
に
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活

の
苦
し
さ
の
現
れ
だ
ろ
う
か

▼
深
刻
な
貧
困
と
格
差
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
ひ
ず

み
が
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
あ

ぶ
り
だ
さ
れ
た
。
金
融
緩
和

に
よ
る
株
高
や
法
人
税
の
減

税
で
、
大
企
業
や
富
裕
層
は

潤
っ
た
。
一
方
、
実
質
賃
金

は
下
降
傾
向
が
続
く
。
内
部

留
保
ば
か
り
が
膨
れ
上
が
り
、

富
が
社
会
に
滴
り
落
ち
る
こ

と
は
な
い
の
が
現
実
だ
▼
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
ど
う
立
て

直
す
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
は
分

岐
点
と
な
る
。
経
済
に
と
っ

て
成
長
は
必
須
で
は
な
い
。

経
済
成
長
が
あ
ら
ゆ
る
問
題

を
解
決
す
る
と
い
う
発
想
を

転
換
し
、
利
益
を
増
や
す
大

企
業
や
富
裕
層
に
一
定
の
負

担
を
求
め
る
。
ひ
ず
み
を
生

ん
だ
経
済
構
造
と
格
差
を
正

す
に
は
所
得
の
再
分
配
が
欠

か
せ
な
い
。�

（
あ
）

　
中
医
協
は
10
月
27
日
、
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
入
院
等
の
調
査
・
評
価
分
科
会
が
取
り
ま

と
め
た
検
討
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
。
検
討
結
果
が
20
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
蔓
延
に
よ
る
影
響
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
く
、
現
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
改
定
は
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
と
診
療
側
は
主
張
し
た
。
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
状
況
に
配
慮
し
つ
つ
、
病
床
機
能
等

を
評
価
し
、
疲
弊
し
た
医
療
界
の
財
政
的
支
援
を
含
め
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
を
要
求
し
た
い
。

加
算
の
見
直
し

加
算
の
見
直
し

　

10
月
20
日
の
中
医
協
総
会

で
は
地
域
包
括
診
療
料
・
地

域
包
括
診
療
加
算
の
対
象
疾

患
に
慢
性
腎
臓
病
や
心
不
全

を
加
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

た
。
現
行
の
対
象
疾
患
は
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
、
認
知
症
の
４
つ
で
、
こ

の
う
ち
２
つ
以
上
に
対
応
し

て
い
る
場
合
に
算
定
で
き

る
。
ほ
か
に
も
「
小
児
か
か

り
つ
け
診
療
料
」に
つ
い
て
、

24
時
間
対
応
す
る
こ
と
が
算

定
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の

緩
和
策
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。「
診
療
情
報
提
供
料
Ⅲ
」

に
関
し
て
、
紹
介
元
施
設
が

こ
の
算
定
に
つ
い
て
届
け
出

を
し
て
い
な
い
場
合
は
紹
介

さ
れ
た
施
設
も
情
報
提
供
料

を
算
定
で
き
な
い
と
い
っ
た

ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
見
直

し
も
進
め
る
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の��

大
幅
改
定
は
混
乱
を
生
む

大
幅
改
定
は
混
乱
を
生
む

　

10
月
27
日
の
中
医
協
で
の

報
告
に
際
し
、
診
療
側
は
、

検
討
結
果
が
20
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
の
影
響
か
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
で
は

明
確
に
線
引
き
は
で
き
な
い

と
慎
重
な
対
応
を
要
求
。
各

項
目
の
具
体
的
な
改
善
点
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
回
改

定
の
見
直
し
に
と
ど
め
る
べ

き
と
の
見
解
を
示
し
た
。
一

般
病
棟
入
院
基
本
料
の
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
な

ど
に
関
し
て
は
、
支
払
側
は

「
22
年
度
改
定
で
も
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
状
況
に
配

慮
し
つ
つ
、
病
床
機
能
の
分

化
・
強
化
・
連
携
を
推
進
す

る
方
向
で
、
必
要
度
の
基
準

を
満
た
す
患
者
割
合
に
つ
い

て
見
直
し
て
い
く
べ
き
」
と

述
べ
た
。
病
院
団
体
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
調
べ
る
た
め
、

２
０
２
１
年
４
～
９
月
の
期

間
を
対
象
と
し
た
病
院
経
営

状
況
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

を
決
め
、
診
療
報
酬
改
定
に

備
え
今
月
中
に
ま
と
め
る
と

説
明
し
た
。

外
来
機
能
報
告
が
開
始

外
来
機
能
報
告
が
開
始

　

外
来
機
能
報
告
が
２
０
２

２
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
医
療
機
関
が
報
告
を
行

う
の
は
10
月
で
、
４
～
９
月

頃
に
か
け
て
厚
労
省
で
デ
ー

タ
を
精
査
す
る
と
い
う
。
紹

介
患
者
対
応
の
中
心
と
な
る

「『
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活

用
す
る
外
来
』
を
地
域
で
基

幹
的
に
担
う
医
療
機
関｣

の

明
確
化
は
「
23
年
３
月
」
に

な
る
見
通
し
と
厚
労
省
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
。
全
国
で
議

論
さ
れ
た
地
域
医
療
構
想
に

よ
る
再
編
・
統
合
へ
の
影
響

を
考
え
る
と
、
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
で
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
。
地
域
医
療
構
想
の
統
廃

合
問
題
は
主
に
入
院
を
中
心

に
厚
労
省
が
公
表
し
た
デ
ー

タ
だ
け
を
根
拠
に
統
廃
合
を

進
め
て
お
り
、
外
来
機
能
が

麻
痺
し
て
し
ま
っ
て
は
元
も

子
も
な
い
。

プ
ラ
ス
改
定
が
必
要

プ
ラ
ス
改
定
が
必
要

　

10
月
22
日
付
で
旭
川
の
産

科
・
小
児
科
医
療
法
人
が
経

営
破
綻
し
た
。
理
事
長
の
急

逝
も
あ
っ
た
が
、
負
債
は
３

億
円
に
上
る
と
い
う
。
道
内

の
医
療
法
人
で
コ
ロ
ナ
に
よ

る
関
連
倒
産
は
初
め
て
と
言

わ
れ
る
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
廃
業
を
決
め
た
医

師
は
多
い
だ
ろ
う
。
先
月
発

足
し
た
岸
田
内
閣
は
公
定
価

格
の
見
直
し
に
よ
り
、
介
護

職
員
や
看
護
師
、
保
育
士
等

の
給
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と

を
明
言
し
た
。
来
年
に
迫
る

診
療
報
酬
改
定
は
疲
弊
し
た

医
療
機
関
の
財
政
基
盤
を
改

善
す
る
こ
と
で
処
遇
改
善
が

図
れ
る
よ
う
、
大
幅
診
療
報

酬
の
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
で

あ
る
。

開
催
。
北
海
道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
院
の
河
原
純
一
郎

教
授
（
人
間
科
学
部
門
心
理

学
分
野
）
を
講
師
に
迎
え
、

一
般
市
民
、
学
生
、
医
療
関

係
者
、
教
育
関
係
者
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
等
62
人
が
参
加
し

た
。

　

は
じ
め
に
講
師
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
は
感
染
に
対
す
る

重
要
な
防
御
手
段
で
あ
る
が
、

顔
の
大
事
な
部
分
が
隠
さ
れ

る
こ
と
で
、
社
会
的
な
結
び

付
き
や
共
感
性
が
減
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
説
明
。
そ
の

後
、
講
師
の
研
究
か
ら
「
人

間
は
相
手
の
目
と
口
か
ら
表

情
を
読
み
取
り
、子
ど
も
は
目

よ
り
も
口
を
見
る
傾
向
に
あ

る
。
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
、

正
し
く
表
情
を
読
み
取
る
こ

と
が
難
し
い
」と
解
説
し
た
。

　

印
象
形
成
に
つ
い
て
も
触

　

10
月
23
日
、「
心
理
学
か
ら

見
た
マ
ス
ク
生
活
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
コ
ロ
ナ

流
行
が
変
え
た
マ
ス
ク
顔
の

対
人
認
知
～
」
と
題
し
て
Ｗ

Ｅ
Ｂ
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を

れ
「
も
と
も
と
魅
力
が
高
い

顔
は
マ
ス
ク
に
よ
っ
て
良
い

特
徴
が
遮
蔽
さ
れ
て
失
わ
れ

る
。
一
方
で
、
魅
力
の
低
い

顔
は
欠
点
が
隠
れ
る
た
め
魅

力
の
違
い
を
生
む
特
徴
が
減

り
、
結
果
と
し
て
平
均
に
近

づ
く
」
と
実
験
の
結
果
を
も

と
に
説
明
し
た
。
最
後
に「
マ

ス
ク
着
用
に
よ
り
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
遠

ざ
か
り
、
共
感
性
・
親
し
み

や
す
さ
が
低
下
す
る
」
と
述

べ
、「
笑
顔
の
写
真
を
着
用
す

る
こ
と
で
、
親
し
み
や
す
さ

が
上
が
る
」
と
紹
介
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
参
加

者
か
ら
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
質

問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
今
後
も
手
放
せ

な
い
か
も
し
れ
な
い
マ
ス
ク

の
影
響
に
つ
い
て
、
考
え
る

よ
い
機
会
に
な
っ
た
」「
コ
ロ

ナ
禍
の
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
、
興
味
深
い
内
容
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
盛

会
だ
っ
た
。

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
が
必
須

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
が
必
須

～
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
慎
重
な
対
応
を
～

マ
ス
ク
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ス
ク
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｗ
Ｅ
Ｂ
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

Ｗ
Ｅ
Ｂ
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

署名にご協力を署名にご協力を

　本会は次期診療報酬改定に向けて、会員に署名を呼び
掛けています。
　低医療費政策の中、厳しい医業経営に追い打ちを掛け
るように、新型コロナ禍による減収で、多くの医療機関
の経営が疲弊しています。新興感染症対策に耐え得る医
療提供体制を確立するために、診療報酬10％引き上げや
患者負担軽減を求めています。

　集約した署名は国会議員、関係省庁に
届けます。ご協力をお願いします（署名
用紙は本会ＨＰからダウンロードいただ
けます）。

診療報酬大幅引き上げ

感染症対策評価盛り込み
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衆
院
選
が
終
わ
り
、
岸

田
新
政
権
が
再
始
動
し
来

年
度
予
算
や
診
療
報
酬
改

定
の
議
論
が
本
格
化
す
る
。

岸
田
首
相
は
10
月
４
日
の

所
信
表
明
で
新
し
い
資
本

主
義
の
構
築
を
訴
え
、「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
を

目
指
す
と
し
た
。「
看
護
師
、

介
護
士
、
保
育
士
な
ど
の

社
会
の
基
盤
を
支
え
る
現

場
で
働
く
方
々
の
所
得
向

上
に
向
け
、
公
的
価
格
の

あ
り
方
の
抜
本
的
見
直
し

を
行
う
」と
表
明
し
た
。
医

療
で
の
公
的
価
格
と
は
も

ち
ろ
ん
診
療
報
酬
で
あ
り
、

医
療
・
福
祉
職
の
所
得
向

上
の
た
め
に
は
大
幅
な
引

き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

　

解
散
前
、
現
職
の
財
務

省
事
務
次
官
の
投
稿
記
事

が
月
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
国
家
財

政
は
破
綻
す
る
」
と
し
て
、

与
野
党
の
選
挙
公
約
で
の

コ
ロ
ナ
禍
の
給
付
金
を

“
バ
ラ
マ
キ
合
戦
”と
釘
を

刺
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

高
橋
洋
一
氏
（
元
内
閣
官

房
参
与
）
は
政
府
と
日
銀

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
論
と

金
融
工
学
の
観
点
か
ら
日

本
は
財
政
危
機
で
は
な
い

と
断
言
す
る
。
さ
ら
に
基

本
的
知
識
の
な
い
人
が
財

務
省
事
務
方
ト
ッ
プ
で
あ

る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
。

　

ま
た
財
務
省
は
２
０
０

３
年
、
日
本
の
国
債
を
不

当
に
低
く
ラ
ン
ク
付
け
し

て
い
る
と
し
て
、
外
国
格

付
け
会
社
宛
に
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
。
要
旨
で

は
「
日
・
米
な
ど
先
進
国

の
自
国
通
貨
建
て
国
債
の

デ
フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履

行
）
は
考
え
ら
れ
な
い
」

「
日
本
は
世
界
最
大
の
経
常

黒
字
国
、
債
権
国
で
あ
り
、

外
貨
準
備
も
世
界
最
高
」

と
し
、
こ
の
内
容
は
現
在

も
財
務
省
の
公
式
見
解
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
。
内
に
向
け
て
は
国
民

に
国
家
財
政
の
危
機
を
煽

り
、
外
に
向
け
て
は
財
政

の
健
全
化
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
お
り
、
ま
さ
に
呆
れ
る

ば
か
り
の
二
枚
舌
で
あ
る
。

　

財
務
省
は
「
社
会
保
障

は
国
の
一
般
会
計
支
出
の

約
３
分
の
１
を
占
め
る
最

大
の
支
出
項
目
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
多
く
は
次
世
代

に
先
送
り
す
る
借
金
に
頼

っ
て
い
る
」
と
し
て
、
社

会
保
障
費
の
抑
制
が
必
要

と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。

　

過
去
20
年
間
の
実
質
賃

金
の
国
際
比
較
で
は
、
先

進
７
カ
国
中
日
本
の
み
１

割
以
上
下
落
し
、
そ
の
間
、

消
費
税
や
保
険
料
の
上
昇

で
国
民
の
貧
困
は
年
々
悪

化
し
て
い
る
。
今
必
要
な

の
は
「
財
政
再
建
至
上
主

義
」
か
ら
の
脱
却
と
経
済

成
長
を
促
す
行
財
政
改
革

で
あ
り
、
医
療
に
お
い
て

は
大
幅
な
診
療
報
酬
の
拡

大
が
必
須
で
あ
る
。

診
療
報
酬
改
定
で

抑
制
か
ら
の
脱
却
を

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
て
、
私
が
６
０
０
日
振
り

に
開
催
し
た
ワ
イ
ン
会
に
て
、

と
て
も
驚
か
れ
た
ワ
イ
ン
と

料
理
の
ペ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り

ま
す
。

　

少
し
酸
化
気
味
の
色
と
シ

ェ
リ
ー
の
よ
う
な
香
り
、
や

や
酸
味
が
勝
り
、
塩
味
も
感

じ
さ
せ
る
ワ
イ
ン
は
そ
の
ま

ま
だ
と
飲
み
に
く
く
、
会
場

が
ざ
わ
ざ
わ
と
な
る
こ
と
も

想
定
済
み
。
そ
こ
に
柚
子
と

ビ
ネ
ガ
ー
、
バ
ル
サ
ミ
コ
酢

を
ソ
ー
ス
に
し
た
海
の
幸
の

マ
リ
ネ
を
出
し
ま
し
た
。

　

帆
立
、
北
寄
貝
、
い
か
、

し
ゃ
こ
、
彩
り
よ
く
野
菜
と

ソ
ー
ス
を
絡
め
て
盛
り
付
け

た
皿
が
、
濃
い
め
の
色
合
い

の
白
ワ
イ
ン
に
美
し
く
寄
り

添
い
ま
す
。

　

料
理
を
ひ
と
口
食
べ
て
か

ら
飲
む
と
さ
っ
き
と
は
ま
る

で
別
物
。
熟
成
感
の
な
か
に

若
さ
と
コ
ク
が
あ
り
、
樽
の

香
り
も
馥
郁
と
広
が
る
こ
と

に
驚
き
の
声
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

じ
つ
は
そ
れ
は
奥
尻
島
産

の
ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
を
用
い
た

白
ワ
イ
ン
。
双
方
の
温
度
、

味
わ
い
と
香
り
、
海
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
、
他
に
も
狙
い
は
あ

り
ま
す
が
、ハ
ー
モ
ニ
ー（
調

和
）
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
対

照
）、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
地
域
）

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ワ
イ
ン
の
魅
力

に
は
、
食
と
の
相
性
が
大
変

奥
深
く
、
ほ
か
の
酒
類
以
上

に
重
要
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
食
文
化
と
し
て

地
域
に
根
差
し
て
い
た
こ
と

で
す
が
、
い
ま
世
界
各
地
に

広
が
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
産
地

で
意
識
さ
れ
て
い
る
の
が
ペ

ア
リ
ン
グ
と
言
っ
て
も
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
と

き
に
は
、
地
元
の
ピ
ノ
ノ
ワ

ー
ル
の
赤
ワ
イ
ン
に
合
う
ペ

ア
リ
ン
グ
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

が
充
実
し
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
例
え
ば
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
の
昼
食
に

は
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や
イ
チ
ゴ

に
サ
ラ
ミ
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー

モ
ン
、
軽
い
ウ
オ
ッ
シ
ュ
チ

ー
ズ
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
よ

う
に
赤
い
色
合
い
を
し
た
ワ

イ
ン
に
よ
く
合
う
前
菜
が
揃

え
ら
れ
ま
す
。

　

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
は
オ

ー
ナ
ー
が
国
内
に
所
有
す
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
銘
柄
に
合
わ

せ
て
、
伝
統
的
な
タ
イ
料
理

を
フ
レ
ン
チ
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
コ
ー
ス
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
に
ロ
ゼ
ワ

イ
ン
を
合
わ
せ
た
こ
と
は
初

め
て
で
し
た
が
、
辛
く
て
酸

味
の
効
い
た
ス
ー
プ
に
香
ば

し
く
焦
が
し
た
海
老
が
入
り
、

生
の
香
草
が
た
っ
ぷ
り
添
え

ら
れ
る
こ
と
で
じ
つ
に
美
味

し
い
。
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
地
方
の
ブ
イ
ヤ
ベ
ー

ス
と
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
の
よ
う
に

地
域
を
代
表
す
る
名
物
の
組

み
合
わ
せ
に
な
る
の
も
楽
し

み
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
地
域

に
あ
る
食
材
や
料
理
を
、
そ

の
地
域
産
の
ワ
イ
ン
の
風
味

を
意
識
し
て
色
合
い
や
調
味
、

薬
味
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
美
味
し
く
楽
し
む
工
夫
は

奥
深
く
、
新
し
い
産
地
で
は

創
造
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ワ
イ
ン
だ
け
の
味
わ

い
を
語
る
よ
り
も
、
美
味
し

い
食
と
と
も
に
ワ
イ
ン
を
味

わ
う
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
く

楽
し
く
な
る
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
。

　

な
か
な
か
海
外
旅
行
に
行

け
な
い
現
在
で
す
か
ら
、
本

稿
が
家
庭
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ワ
イ
ン
を
楽
し
ま
れ
る
際
に
、

意
外
な
ペ
ア
リ
ン
グ
の
発
見

や
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

ワインのグローバルペアリング
NPO法人ワインクラスター北海道
代表理事　シニアソムリエ 　阿部 眞久

シリーズ　語りたくなるワインの話 第３回

継
続
加
算

継
続
加
算��

「「
負
担
に
見
合
わ
な
い

負
担
に
見
合
わ
な
い
」」

　

第
二
ラ
ウ
ン
ド
の
キ
ッ
ク

オ
フ
と
し
て
在
宅
を
テ
ー
マ

に
「
継
続
診
療
加
算
」「
外

来
医
療
と
在
宅
医
療
を
担
当

す
る
医
師
の
連
携
」
な
ど
が

議
論
さ
れ
た
。

　

第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
24
時
間

の
連
絡
・
往
診
体
制
の
確
保

が
議
論
の
俎
上
に
の
っ
た

「
継
続
診
療
加
算
」
の
要
件

緩
和
に
つ
い
て
は
、
診
療
側

と
支
払
側
で
意
見
が
対
立
し

た
。
診
療
側
は
「
協
力
医
療

機
関
へ
の
評
価
が
な
く
、
協

力
要
請
を
躊
躇
す
る
」
実
態

が
問
題
と
指
摘
。
協
力
医
療

機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
上

の
評
価
を
要
望
し
た
。
ま
た

「
在
支
診
・
在
支
病
に
匹
敵
す

る
機
能
を
求
め
ら
れ
る
も
点

数
が
低
い
」
と
し
て
評
価
の

拡
充
を
求
め
た
表
。

　

支
払
側
は
「
要
件
緩
和
な

ど
よ
り
も
医
師
会
や
自
治
体

を
巻
き
込
ん
だ
協
力
体
制
の

構
築
が
先
決
」
と
反
論
し
慎

重
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

外
来
と
在
宅
を
担
当
す
る

医
師
の
連
携
に
つ
い
て
は

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
」
等
の
調
整
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
連
携
に
つ
い
て
新
点

数
を
検
討
。
今
後
具
体
的
な

枠
組
み
等
が
議
論
さ
れ
る
予

定
だ
。

再
び
か
か
り
つ
け
医

再
び
か
か
り
つ
け
医��

機
能
が
焦
点
に

機
能
が
焦
点
に

　

外
来
分
野
で
は
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
」「
耳
鼻
咽
喉

科
診
療
」
な
ど
が
審
議
の
焦

点
と
な
っ
た
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ

い
て
は
「
個
別
の
点
数
の
見

直
し
で
は
な
く
、
か
か
り
つ

け
医
の
あ
り
方
や
定
義
を
整

理
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
再

度
あ
が
っ
た
。
一
方
で
制
度

設
計
に
つ
い
て
「
来
年
１
月

の
医
療
計
画
等
の
見
直
し
検

討
会
で
議
論
さ
れ
る
た
め
時

間
的
に
間
に
合
わ
な
い
」
と

し
て
、
従
来
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
と
ど
め
る
べ
き
と
の
意

見
も
出
た
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
領
域
で
は
コ

ロ
ナ
禍
で
と
く
に
影
響
を
受

け
て
い
る
と
し
て
、
根
本
的

な
評
価
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
が
出
る
も
、
支
払
側
は

特
定
の
診
療
科
に
対
す
る
議

論
を
行
う
こ
と
に
違
和
感
が

あ
る
と
し
て
再
考
を
要
求
。

抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算

に
つ
い
て
は
「
小
児
科
外
来

診
療
料
お
よ
び
小
児
か
か
り

つ
け
診
療
料
を
算
定
し
て
い

な
い
耳
鼻
咽
喉
科
医
療
機
関

で
算
定
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

が
ん
治
療
の

が
ん
治
療
の��

評
価
充
実
を
推
進

評
価
充
実
を
推
進

　

個
別
事
項
で
は
、
通
院
し

な
が
ら
抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
る
患
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
外
来
化
学
療
法

加
算
等
の
評
価
充
実
が
提
案

さ
れ
た
。
推
進
に
必
要
な
要

素
と
し
て
「
副
作
用
管
理
体

制
の
確
保
」「
抗
が
ん
剤
投

与
日
以
外
の
医
学
的
管
理
」

「
外
来
化
学
療
法
を
実
施
す

る
医
療
機
関
の
確
保
」
が
示

さ
れ
、
い
ず
れ
も
お
お
む
ね

賛
同
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

　

が
ん
治
療
は
栄
養
状
態
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
継
続
し
た

化
学
療
法
が
困
難
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
患
者
の
栄
養
状

態
向
上
に
つ
い
て
も
併
せ
て

審
議
さ
れ
た
。
厚
労
省
は

「
症
状
に
よ
っ
て
副
作
用
の

発
症
時
期
、
栄
養
管
理
・
指

導
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
が
ん
病
態
栄
養

専
門
管
理
栄
養
士
の
配
置
に

よ
り
、
退
院
時
の
食
事
摂
取

割
合
の
改
善
な
ど
が
図
ら
れ

る
」
と
報
告
。
同
栄
養
士
の

配
置
評
価
を
点
数
に
組
み
込

む
こ
と
に
つ
い
て
、
診
療

側
・
支
払
側
が
賛
同
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

次
期
改
定
に
向
け
た
基
本

的
視
点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め

新
興
感
染
症
等
に
対
応
で
き

る
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す

る
視
点
が
新
た
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
多
く
の
医
療
機
関
が

経
営
に
苦
し
む
中
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
や
拡
充
が
望

ま
れ
て
い
る
今
、
議
論
か
ら

目
が
離
せ
な
い
。

　
10
月
13
日
、
厚
労
省
は
中
医
協
総
会
を
開
催
。
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
議
論
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
た
。
年
内
に
議
論
を
と
り
ま
と
め
、

１
月
以
降
に
中
医
協
で
諮
問
・
答
申
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間

の
議
論
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

 表   24時間の往診体制や連絡体制等について

第二ラウンドようやく開始第二ラウンドようやく開始
� 在宅の継続診療加算などを審議� 在宅の継続診療加算などを審議

診療報酬改定

24時間要件
往診を行う
体制

訪問看護を行う
体制

連絡を受ける
体制

単独 連携 単独 連携 単独 連携

在宅療養
支援診療所

単独型 ○ × ○ ○ ○ ×

連携型 ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 ○ ○ ○ ○ ○ ×

在宅療養
支援病院

単独型 ○ × ○ ○ ○ ×

連携型 ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 ○ × ○ ○ ○ ×

継続診療加算 ○ ○ − − ○ ○

○：要件を満たす　×：要件を満たさない　−：施設基準上の要件ではない
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
５
波

も
や
っ
と
急
速
に
減
少
し
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
が
、
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
も
あ
り
、
い
つ

第
６
波
が
起
き
る
か
と
心
配

す
る
。
こ
の
１
年
10
カ
月
の

間
に
道
内
で
は
感
染
者
は
延

べ
６
万
人
を
超
え
、
死
者
は

１
４
０
０
人
以
上
と
な
っ
た
。

今
年
の
感
染
者
が
集
中
し
た

時
期
に
は
専
用
病
床
に
も
、

宿
泊
療
養
施
設
に
も
入
れ
ず
、

自
宅
待
機
中
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
も
い
る
。

　

感
染
が
一
段
落
し
た
こ
の

時
期
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

平
常
時
の
日
本
の
医
療
制
度

は
大
抵
の
疾
患
に
は
適
切
な

医
療
を
提
供
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
約
１
０

０
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
以

来
の
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
現
代
の
世

界
中
の
医
療
者
は
経
験
し
て

い
な
か
っ
た
。

　

未
知
の
感
染
症
へ
の
対
応

の
リ
ス
ク
管
理
の
認
識
不
足
、

そ
れ
に
よ
り
、
感
染
対
応
は

手
探
り
状
態
。
国
は
最
初
は

水
際
対
策
な
ど
と
言
っ
て
い

た
が
、
全
国
的
に
、
高
齢
者

施
設
、
病
院
、
市
中
の
施
設

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
へ
と

拡
大
。
昨
年
秋
、
国
は
検
査

拡
充
を
計
っ
た
。

　

あ
の
当
時
は
ま
だ
、
医
療

者
自
身
が
、
自
ら
の
感
染
の

リ
ス
ク
、
自
院
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
、
感
染
者
診
療
に

よ
る
風
評
被
害
、
休
診
の
リ

ス
ク
な
ど
の
心
配
か
ら
腰
が

引
け
て
い
た
か
、「
発
熱
者

等
診
療
、
検
査
医
療
機
関
」

に
手
を
挙
げ
た
の
は
小
生
が

属
す
る
小
樽
市
医
師
会
で
は

当
初
、
公
的
医
療
機
関
を
主

に
数
カ
所
で
あ
っ
た
が
、
医

師
会
担
当
理
事
は
、
適
切
に

行
え
ば
、
感
染
リ
ス
ク
も
少

な
く
、
安
全
に
、
市
民
の
不

安
、
医
療
の
要
求
に
応
え
て

あ
げ
ら
れ
る
と
説
明
会
を
開

催
。
一
気
に
40
超
の
医
療
機

関
が
参
加
す
る
と
い
う
、
当

時
と
し
て
は
全
国
的
に
み
て

も
非
常
に
高
い
参
加
率
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
医
師
会
と
行

政
、
市
と
の
協
議
、
連
携
の

も
と
、
当
時
の
休
日
の
発
熱

検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運

営
、
感
染
者
入
院
受
け
入
れ

病
院
の
拡
大
（
精
神
科
も
含

め
）、
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接

種
、
集
団
接
種
な
ど
、
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ

れ
ら
を
み
る
と
、
地
域
社
会

に
対
す
る
郡
市
医
師
会
の
役

割
、
責
任
を
意
識
し
て
会
員

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
想
う

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
想
う

小
樽・後
志
支
部
　
板
谷
内
科
胃
腸
科
医
院
　

板
谷
　
晴
隆

に
情
報
を
提
供
し
、
ま
と
め

て
い
か
れ
る
担
当
役
員
の
先

生
方
の
努
力
に
敬
服
致
し
ま

す
。
ご
苦
労
さ
れ
た
前
及
び

現
会
長
、
副
会
長
の
方
々
に

感
謝
。

　

今
年
の
話
題
は
何
と
い
っ

て
も
「
コ
ロ
ナ
」
に
尽
き
ま

す
。
来
る
日
も
来
る
日
も
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
飛
び
交
い

ま
す
。
感
染
者
数
、
病
床
使

用
率
、
医
療
体
制
逼
迫
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
、
ワ
ク
チ
ン
、
マ
ス
ク
・

手
洗
い
、
ア
ク
リ
ル
板
な
ど

な
ど
…
。
そ
の
真
偽
や
是
非

に
は
自
称
専
門
家
が
言
う
も

っ
と
も
ら
し
い
こ
と
や
メ
デ

ィ
ア
が
視
聴
率
を
意
識
し
た

も
の
も
あ
り
、
我
々
は
多
く

の
情
報
の
中
か
ら
自
分
な
り

に
正
し
い
と
信
じ
る
も
の
を

自
己
の
責
任
で
取
捨
選
択
し

て
い
く
し
か
な
い
と
痛
感
し

ま
す
。

　

京
大
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者

の
山
中
先
生
が
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
話
題
に
な
っ
た

「
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
」。
多
く
の

仮
説
が
あ
り
ま
す
が
１
つ
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経

験
者
は
交
差
免
疫
の
関
係
か

ら
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
減
少

さ
せ
る
と
い
う
研
究
結
果
が

あ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
コ

ロ
ナ
に
も
当
て
は
ま
る
か
、

ま
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
っ
て

い
る
国
で
も
感
染
者
数
の
多

い
国
は
あ
る
の
で
、
こ
れ
だ

け
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

ひ
と
つ
気
に
な
る
仮
説
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
人
は
元
々

ア
ジ
ア
に
あ
る
４
種
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
昔
か
ら
感
染

し
て
い
て
免
疫
が
あ
る
程
度

あ
り
、
２
０
２
０
年
、
中
国

か
ら
の
渡
航
を
制
限
し
た
の

は
３
月
に
入
っ
て
か
ら
で
そ

の
前
に
弱
毒
性
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
た
中
国
人
が

日
本
に
来
て
多
く
の
人
を
感

染
さ
せ
、
免
疫
を
増
強
さ
せ

た
。
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
の

と
同
じ
効
果
が
あ
る
と
い
う

も
の
。
毎
年
12
月
あ
た
り
か

ら
急
増
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
も
激
減
し
て
い

る
の
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ

り
感
染
力
の
強
い
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
弱
毒
株
）
の
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
ウ
イ
ル
ス

干
渉
に
よ
る
と
考
え
る
と
そ

の
裏
付
け
に
も
な
る
と
い
う

も
の
で
す
が
、
何
と
な
く
腑

に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
実

際
に
日
本
に
住
む
外
国
人
は

日
本
人
に
比
べ
14
倍
罹
患
し

や
す
い
と
い
う
調
査
結
果
も

あ
る
よ
う
で
す
。
安
倍
政
権

の
初
動
の
遅
れ
が
功
を
奏
し

た
と
い
う
皮
肉
に
な
り
ま
す

が
。
こ
れ
も
真
偽
の
程
は
さ

て
お
き
、
希
望
的
観
測
で
も

真
実
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
も
加
え
、
こ
の
原
稿
が
載

る
頃
に
は
収
束
（
終
息
は
無

理
？
）
し
て
い
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ

札
幌
支
部
　
み
と
べ
歯
科
医
院
　

水
戸
部
　
功

＊ 2020年度は4名の方に保険金をお支払いしました

・死亡４名…会員２名・配偶者２名（50代１名、60代２名、70代１名）

対　象　者　グループ保険ご加入者（2021年 9 月30日時点）
対 象 期 間　2020年10月 1 日～2021年 9 月30日
送金予定日　2021年12月10日（着金までに2、3日かかる場合があります）

「配当案内」「控除証明書」「加入者カード」は、封書で11月最終週に発送予定です。

２０２０年度配当率 ５２.７９５２.７９％％

グループ保険 配当金還付のお知らせ

2020年度のグループ保険配当金を下記要領で保険料振替口座に送金いたし
ますのでご確認ください。

事
例
に
学
ぶ
歯
科
法
律�

ト
ラ
ブ
ル
の
傾
向
と
対
策

小
畑
　
真 

著
　
日
本
歯
科
新
聞
社

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281　  Fax  011- 231- 6283

　

日
常
の
歯
科
医
療
や
医
院

経
営
の
中
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
べ
き
か
、
歯
科
医
師
と

弁
護
士
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン

ス
を
持
つ
筆
者
が
、
身
近
で

起
こ
り
得
る
様
々
な
課
題
に

対
し
、
同
業
者
と
し
て
の
立

場
と
法
的
根
拠
の
視
点
か
ら

わ
か
り
や
す
く
対
策
を
説
明

し
て
い
る
。

　

第
１
章
で
は
歯
科
医
院
を

守
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ

き
法
的
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

応
・
予
防
の
基
本
、
第
２
章

で
は
具
体
的
な
対
応
事
例
を

挙
げ
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
。

第
３
章
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
適
切
な
患
者
対
応
や
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
調
整
等
、
さ

ら
に
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
る
。

　

筆
者
に
は
過
去
に
本
会
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務

め
て
頂
い
て
お
り
、
歯
科
医

院
で
の
多
様
な
問
題
解
決
の

道
標
と
し
て
本
書
を
ぜ
ひ
ご

活
用
頂
き
た
い
。�（
Ｙ
・
Ｍ
）

　

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
10
月
30
日
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が

ら
札
幌
市
内
の
デ
ィ
ノ
ス
ノ

ル
ベ
サ
で
開
催
し
た
。
当
日

は
14
医
療
機
関
か
ら
52
人
が

参
加
し
、
個
人
戦
と
３
人
１

組
の
団
体
戦
の
優
勝
を
目
指

し
て
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

開業医開業医のためののための実務セミナー実務セミナー

日時

日時

講師

講師

労務・雇用管理編

税務編

１月 22日（土）　15：00〜16：30　※１月14日締切

１月 29日（土）　15：00〜17：00　※１月21日締切

原田　三恵 氏
社会保険労務士法人プラスワン　オフィスサッポロ８　所長
特定社会保険労務士

横山　知明 氏
横山知明税理士事務所　所長
税理士

セミナー内容

セミナー内容

労働基準法、ハラスメント対策等について

医業所得計算と日常業務、相続税と贈与税、
スタッフの税務と給与実務の留意点について

会場 オンライン配信
（WEB会議アプリZoomを使用）

対象 会員、会員所属の医療機関　職員
申込 FAXまたはQRコード（HP）からお申込み

労務・雇用管理の基本を学ぼう労務・雇用管理の基本を学ぼう

医療機関の税務について基本を学ぼう医療機関の税務について基本を学ぼう

（団体戦）
順　位 医療機関名

優　勝 えがみ歯科医院（Bチーム）

準優勝 裏参道RISE歯科クリニック

三　位 えがみ歯科医院（Aチーム）

（個人戦）

順　位 氏名・医療機関名 成　績
1Ｇ 2Ｇ TOTAL

優　勝 江上友貴さん（えがみ歯科医院） 185 161 346
準優勝 西　貞利さん（にし歯科クリニック） 170 155 325
三　位 早尾博志さん（勤医協札幌西区病院） 157 152 309

（敬称略）

第28回 会員親睦ボウリング大会会員親睦ボウリング大会

豪華景品を目指し熱戦豪華景品を目指し熱戦

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
札
幌

東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
表
彰

式
を
兼
ね
た
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。
授
賞
は
成
績
順
に
ク

ジ
を
引
い
て
景
品
が
当
た
る

方
法
で
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
や

ダ
イ
ソ
ン
掃
除
機
な
ど
の
豪

華
景
品
に
、
参
加
者
か
ら
大

変
好
評
を
得
た
。

参加
無料
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

�

も
た
ら
し
た
こ
と

理
事
会
だ
よ
り

佐
藤　

昌
巳
先
生

８
月
23
日
ご
逝
去（
89
歳
）

能
中　

陽
一
先
生

10
月
１
日
ご
逝
去（
88
歳
）

■
第
7
回
理
事
会

日
時　

10
月
26
日
（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�
11
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

保
団
連
第
50
回
定
期
大
会

へ
の
代
表
選
出
に
つ
い
て

③�

２
０
２
１
年
度
支
部
長
会

の
議
事
案
に
つ
い
て

④�

今
後
の
会
議
・
各
種
行
事

等
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

⑤�

団
体
定
期
保
険
の
配
当
率

に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

　
温
室
効
果
ガ
ス
に
注
目
し
、

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
研
究

を
続
け
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
の
業
績
が
評
価
さ
れ
た
真

鍋
淑
郎
氏
が
、
日
本
人
最
年

長
の
90
歳
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
地
球
上

に
生
き
る
全
て
の
生
物
の
危

機
で
あ
る
。
過
去
１
０
０
年

間
で
、
地
球
の
気
温
は
０
・

６
℃
上
が
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
陸
地
の
減
少
に
よ
る

生
態
系
へ
の
影
響
、
気
候
の

変
化
に
よ
る
干
ば
つ
や
砂
漠

化
、
豪
雨
や
洪
水
、
異
常
気

象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響

な
ど
、
地
球
環
境
の
持
続
可

能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋

研
究
開
発
機
構
の
発
表
に
よ

る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
等
温
室
効
果
ガ
ス
や

人
為
起
源
エ
ア
ロ
ゾ
ル
等
の

排
出
量
は
産
業
革
命
以
降
、

前
年
比
で
最
も
大
き
く
減
少

し
た
そ
う
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

に
限
る
と
、
世
界
全
体
で
年

平
均
７
％
ほ
ど
の
排
出
量
減

少
に
な
っ
た
と
い
う
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
経
済
封
鎖
で
、

人
や
モ
ノ
の
動
き
が
世
界
規

模
で
滞
っ
た
。
工
場
の
操
業

は
停
止
し
、
航
空
機
を
中
心

に
交
通
量
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
が
減
少
し
た
の
だ
。
皮
肉

な
こ
と
に
経
済
の
停
滞
が
環

境
の
改
善
に
転
じ
た
と
言
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

一
時
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
や

人
為
起
源
エ
ア
ロ
ゾ
ル
等
の

排
出
量
減
少
が
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
与
え
る
影
響
は
限

定
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
２
０
１
５
年
の
パ
リ
協

定
で
、
世
界
の
平
均
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ

て
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
ち
、

１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を

す
る
こ
と
と
、
21
世
紀
後
半

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
世
界

全
体
が
目
標
と
し
て
い
る
。

　
「
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ

ー
（
緑
の
復
興
）」
と
呼
ば
れ

る
経
済
復
興
の
動
き
が
欧
州

を
中
心
に
世
界
で
広
が
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
傷
ん
だ

経
済
を
元
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換

な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
と
国

連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
を
連
動
さ
せ

て
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転

換
を
め
ざ
す
復
興
プ
ラ
ン
で

あ
る
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
な
の
か

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
な
の
か
未
だ

先
は
見
通
せ
な
い
が
、
巣
ご

も
り
で
近
く
し
か
見
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ

い
た
。�

（
小
堀
）

　厚労省は９月21日付で事務連絡「後発医薬品の出荷停止等を踏まえ
た診療報酬上の臨時的な取扱いについて」を発出しています。後発医薬
品の供給停止や出荷調整が頻発し、代替後発医薬品を入手することが困
難な状況を受けて、後発医薬品使用体制加算等における後発医薬品の使
用割合等に係る実績要件の特例措置等が示されています。
　今号では、通知の概要を解説いたしますのでご確認ください。なお、
対象となる医薬品や届出様式については紙面の都合で割愛しております。
本会ホームページまたは北海道厚生局・厚労省ホームページなどから詳
細をご確認ください。

★ 供給停止品目、割合算出から除外可能に
　７月時点で供給が停止されていると厚労省に報告があった医薬品のう
ち、別添２（掲載略）に示された供給停止品目と同一成分・同一投与形
態の医薬品は次の点数における実績要件である後発医薬品の使用割合を
算出する際に、算出対象から除外しても差し支えないとする。

＜対象となる点数＞（当該取扱いは2022年３月31日まで）

・後発医薬品使用体制加算・・・・（医科の入院）
・外来後発医薬品使用体制加算・・（医科・歯科の入院外）

＜注意事項＞
　※�算出対象から除外する場合は、一部の成分の品目のみ除外すること

はできない。
　※この取扱いは歴月（１カ月）ごとに適用可能。
　※�直近３カ月の割合の平均を用いる場合は、臨時的取扱いを行う月と

行わない月が混在しても差し支えない。
　※�カットオフ値の算出は臨時的取扱いの対象外のため、従前どおり算

出し、施設基準の実績要件を満たすかどうかを確認する。

★ 臨時的取扱い適用時は厚生局へ報告が必要
　臨時的取扱いにより加算等の実績要件を満たすこととする場合は、前
月と加算等の区分が変わらない場合でも、所定の様式を用いて北海道厚
生局へ報告が必要となる。
　加算等の区分に変更が生じる場合または基準を満たさなくなる場合に
は、従前どおり変更等の届出を行う必要がある。その際、後発医薬品の
使用割合等については、①の取扱いを行って算出した割合を記載しても
差し支えない。

　・臨時的な取扱いを実施した場合の報告様式
　　　「後発医薬品使用体制加算」　　 様式１－１
　　　「外来後発医薬品使用体制加算」様式１－２

＜厚生局への報告時期＞

①�2021年９月～10月の実績算出に臨時的な取扱いを実施した保険
医療機関等
　→�2021年９月～10月分の実績を2021年11月30日（火）まで報告

②�2021年11月～2022年１月の実績算出に臨時的な取扱いを実施した
保険医療機関等
　→�2021年９月～2022年１月分の実績を2022年２月28日（月）まで

に報告

※�上記①の報告を行った保険医療機関等についても、②の報告時には
2021年９月からの実績報告が必要となる。

参考　＜�Q&A『後発医薬品の出荷停止等を踏まえた診療
報酬上の臨時的な取扱いについてより抜粋』＞

	� 　臨時的取扱いの対象となる医薬品について、一般名処方を
行った場合、一般名処方加算１及び２は算定できるか。

	� 　算定可。なお、今回の臨時的な取扱いについては、加算等の
施設基準における新指標の割合の算出等に係るものであり、一
般名処方加算における後発医薬品のある医薬品の取扱いを変更
するものではない。

	� 　後発医薬品使用体制加算について、臨時的取扱いにより
2021年８月診療分の新指標の割合を算出し、当該加算の区分
を判定し、2021年10月１日までに必要な届出を実施した場合、
2021年10月診療分から算定可能となるか。

	� 　そのとおり。ただし、臨時的取扱いにより算出した新指標の
割合を用いた場合に当該加算の区分が変更とならない場合は、
変更等の届出は不要である。� �
　なお、外来後発医薬品使用体制加算についても同様であるが、
直近３月分の新指標の割合の平均により区分を判断することと
なるため、2021年６月診療分以降の新指標の割合について、
臨時的取扱いを行い、算出した割合を使用することができる。
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理
事
会
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ボ
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大
会

保
険
医
会
の
動
き

西　俊輔 氏
＜公認会計士・税理士＞
＜ふたば税理士法人 代表社員＞

12月11日（土）
16時00分～18時00分
※録画配信も予定しています

ZoomによるWeb開催

会員およびそのご家族会員およびそのご家族

12月７日締切12月７日締切

講師

日時

会場

対象

申込

　平成27年の税制改正で
相続税の規定が大きく変
わり、相続税は必ずしも
資産家のみに関係する税
金ではなくなっています。
　セミナーでは、現在の
相続税と贈与税制度の基
礎を解説いたします。

相続税の基礎
北海道保険医会共済部ライフプラン講座のご案内

参加費無料

お申し込みは
こちらの
QRコードから

後発品使用体制加算の
臨時措置


